
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

健やかな体の育成と豊かな心の涵養

具体的目標

(1) 学び直しによる義務教育段階の学習内容の確実な定着
(2) 少人数授業の実施によるきめ細かな指導
(3) ＩＣＴ機器の利活用と授業アンケートの分析による授業改善

(1) 保護者と緊密な連携を基本とした出席率向上による基本的な生活習慣の確立
(2) 規範意識の育成と人権尊重の精神に基づく、いじめを生まない教育環境の構築
(3) 教育活動全体を通じて、自己有用感、自己肯定感を高める活動の実施
(4) 生徒会を中心とした生徒主体の学校行事運営による自主性の育成

(1) 生徒一人一人のキャリア形成とキャリア教育の計画的な実施による第１希望進路の実現
(2) ガイダンス機能の充実と体験型プログラムによる健全な職業観・勤労意欲の育成
(3) 入学時からの確実な情報提供と人権感覚に基づく適切な修学・就職支援

(1) 合理的配慮に基づく個別最適な学びの実践
(2) 特別支援の視点に立った教育環境のユニバーサルデザイン化の推進
(3) 外部専門機関との連携と個別の計画に基づく卒業までの計画的支援

(1) 学校全体で取り組むボランティア活動による地域とのより一層の連携強化と地域貢献
(2) 地域の異世代との交流による生活情報科の学習成果の地域への還元
(3) 地域に向けた積極的な広報活動の実施

年度重点目標

わかる授業の実践と基礎学力の向上と定着

一人一人のキャリア形成と第一希望進路の実現

特別支援教育の充実

地域との連携及び広報活動の充実

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

生徒一人ひとりの個性と可能性を伸ばし、地域社会に貢献できる人材を育成する昼間定時制高校
生徒それぞれの個性や特性を理解し、基礎的・基本的な学力の定着を図るとともに、体験的な活動を通して社会性を育み、地域社会に貢献できる人材を育成する。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・社会人として必要な基本的知識や技能、資質・能力を身に付けた人材の育成
・地域と連携し、地域社会に貢献できる人材の育成
・主体的に考え、行動できる人材の育成
・人とのつながりや仲間を大切にする社会性を身に付けた人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・少人数授業による「学び直し」の充実
・家庭に関する専門科目を学び、生活関連産業に関する理解を深化
・ビジネス文書実務検定や情報処理検定等の資格取得の推進
・地域行事やボランティア参加による郷土愛の醸成
・地元企業見学等、地域と連携したキャリア教育
・生徒主体の学校行事運営による自己有用感の育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・確かな学力を身に付けるために努力できる人
・社会で役立つ知識や技術、マナーを身に付けたい人
・地域社会に貢献したい人
・互いの良さを認め、人と協力して物事に取り組める人
・新しいことに挑戦しようとする意欲のある人

評価
（総合）

昨年度の成果と課題

A

福岡県立 嘉穂総合 高等学校  嘉麻市立大隈城山校

学校運営計画（４月）

学校運営方針
総合的で活力ある教育を、情報を基調とする家庭に関する学科において展開することにより、高度情報通信ネットワーク社会の幅広い分野で活躍できる人材を育成する。また、
勤労と責任を重んじ、社会の有為な形成者となり得る資質を、地域と連携し育成する。

＜成果＞
１ＩＣＴ機器の効果的な使用によるわかる授
業への取り組みと生徒の学習意欲向上
２定期的な個人面談や教育相談の実施と
全職員による生徒に関する情報の共有
３外部との連携による体験的な進路ガイダ
ンスの実施と生徒の進路意識向上
４関係機関と連携し、生徒の個性や特性に
応じた支援の実施
５ボランティア活動への積極的な参加によ
る地域との連携強化と信頼関係の構築
＜課題＞
１授業評価アンケートの分析と、個々の生
徒の実態に合わせた学習指導
２出席状況の改善に向けた基本的生活習
慣の確立および定着
３望ましい進路実現けての入学時からの
生徒・保護者への進路情報の提供
４生徒会を中心に生徒を主体とした諸活動
の計画と運営
５個別の教育支援計画や個別の指導計画
の定期的な職員へのフィードバック

９０
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項目ごと
の評価
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A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

毎朝の健康観察シートを活用し、生徒の健康状態の把握をする。

「命の大切さ」をテーマに講演会を実施し、自他の人権尊重の精神を育成する。

健康相談・教育相談を行い、生徒の不安や困難さを和らげる。

A

全生徒が生徒会活動の一員である
という当事者意識を育む活動を実
施する。

A
学校行事の取り組みを問う項目にお
いて、ほとんどの生徒が「積極的に参
加することができた」と回答した。

おおむね積極的に参加すること
ができたと回答し、意欲的な姿
があった。

学校生活は、楽しいですか？の
おアンケート結果で、「とても」と
答えた生徒が多かった。

校内でのボランティア活動を通して、ボランディアマインドを育成する。
A

A

生徒指導部

保健部

研修部

A

学校生活の満足度を問う項目に
おいて、ほとんどの生徒が「満足
した」と回答した。

個人面談や教育相談、家庭訪問や三者面談等を通して生徒理解に努める。

相談ポスト・校内巡視等によって、生徒の抱える悩みに早期に対応する。

少人数授業授業を実施し、学び直しの学習内容を定着させる。

計画的に小テストを実施し、学習内容の定着を図る。

ICT機器の効果的な活用に努める。

教員相互で授業を参観し合い、授業改善に努める。

応募前職場見学を1人２回以上実施することにより企業についての理解を深める。

A

A

行事ごとに生徒からのアイデアを反映させ、学校行事への参加意識を高める。

職員研修を年5回実施し各局面にお
ける生徒支援に還元する。

校外研修に積極的に参加し教員の
資質及び技能の向上を図る。

具体的方策

効果的なキャリア教育を実施す
る。

それぞれの生徒の希望進路実
現を目指す。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

社会人として必要な職業観の育
成を図る。

個々の生徒の実態を把握し、生
徒に合わせた授業を構築する。

進路面談を効果的に活用し、生徒と保護者の進路希望について十分に把握する。

授業の内容や速度が自分にあっていると
思う生徒は1年生で９割以上おり、実態に即
した授業展開がなされている。

各教科のICT機器の効果的な工夫により、
理解が進んでいると回答した生徒は８割を
超えている。

発展的な授業により、もっと学びたいという
気持ちになる生徒は、個人差があり約７割
にとどまっている。

生徒が主体的に活動に参加
していた。

校外での進路ガイダンスに
興味を示していた。

全3年生に細やかな進路指
導がなされた。

特別支援の視点から合理的配慮に基づいた教科指導を行う。

学力不振、学力向上を目指す生徒に対し考査前学習会を実施し、基礎学力の向上を図る。

外部との連携を図り各学期1回以上の進路ガイダンスを実施する。

生徒が心身共に健康的な学校生活
が送れるようにサポートする。

クラス担任や教科担当等の情報共有に努め、対応を協議し、支援をする。

困ったり、不安なことがないかと
問う項目において、ほとんどの生
徒が「ない」と回答した。

外部の主催団体と生徒が連携し、主体的な活動になるようにする。

基礎的・基本的な学力の定着を
図る。 A

魅力ある授業の構築を図る。 A

ICT機器の効果的な使用により、各教科で「わかる
授業」への取り組みが更に進んでいる。

日常的に他教科の授業を参観できる環境づくりを
行い、授業改善に努めたい。

次年度も生徒情報交換会を毎月末に実施し生徒
全員の情報を全職員で共有したい。

授業改善に向けてアンケートの分析を行い個々の
生徒の実態に合わせた学習指導を行う。

効果的な職業観育成のため、広く実習、見学先の
企業発掘・調査する。

外部と連携し、整合性のある指導計画により、進
路意識を高め、興味・関心を明確にさせたい。

早期からの進路情報提供により、各々の望ましい
進路実現に努めたい。

A

困難さを抱えている生徒やいじめ等が発生する前に未
然防止ができるよう、生徒の情報交換を密に行う。

SCやSSWの面談によって多くの生徒情報を知ることができ、今
後の学校生活に役立てた。卒業後の進路で福祉サービスを利
用する生徒に対して、多くの機関と連携することができた。

適性検査の分析結果報告を職員研修会で実施し
生徒の学習・生活両面での支援を行いたい。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）

教務部

進路指導部

特性ある生徒に対して、個別の教育
支援計画・個別の指導計画を作成し、
全職員で統一した支援を行う。

A

地域社会と連携してボランティア活
動を推進し、地域の活性化に寄与
する。

全校朝礼の運営、毎月の清掃活動を通して、学校や地域への帰属意識を高める。

生徒の適性を客観的にとらえ、生徒の適性に合わせた進路実現を目指す。

生徒が伸び伸びと安心して学校生
活を送れる学校づくりを目指す。

教育相談を充実させ、支援を必要と
する生徒に適切な対応を行う。

生徒の基礎学力の向
上に即した授業内容、
展開を行っているた
め、理解度は高いこと
がうかがえる。今後も
継続して指導していた
だきたい。

インターンシップ等の
活動を通して、就業に
対する意識の高まりを
感じる。３年生全員の
進路が決定しているこ
とは非常に評価でき
る。

A

A

A

学校関係者評価委員会
からの意見

A

「ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟﾀｲﾑ」を設定し、それぞれの進路目標に合わせた学習を行うことで成長を促す。

インターンシップやボランティア活動を通して勤労について理解を深め、職業意識の向上を図る。

A

A

人権学習会を年3回実施し生徒の
人権意識の涵養を目指す。

卒業後の進路で福祉サービスを利用する生徒に対して、多くの機関と連携する。

生徒の適性検査分析報告、特性のある生徒への特別支援に関する研修会等を企画・実施する。

ICT機器を活用した生徒主体の授業を構築するための職員研修を外部講師を招聘して実施する。

各種校外研修会に参加して専門家の講義を聴講することにより教員の対応力・教育力の向上を図る。

SCやSSW等の関係機関と連携をとりながら、個性や特性にあった支援を考える。

人権教育・道徳教育等の研修会に参加して学習した内容を速やかに職員全体に報告し共有化する。

人権学習会の事前研修会を実施し生徒の実態に合わせた学習会の在り方を検討し共通理解を図る。

A

A
人権学習会の資料をできるだけ早めに提供し学
年担当者による事前学習を徹底させたい。月1回の生徒情報交換会において支援を要する生徒の状況を職員全体で共有し隙間のない支援にあたる。

困ったり悩んだりしたときに、相談できる
人はいますか？問う項目において、ほと
んどの生徒が「はい」と回答した。

研修会終了後に職員の感想を
聴取し次回研修会に活かした。

生徒情報交換会では全生徒に
対するコメント記入を行った。

人権学習用のワークシートに詳
細に感想文を記述させた。

A

A

A

生徒が抱えている悩み等の情報を様々な形で収
集し、全職員と密に共有することができた。

生徒総会等で生徒からの意見を聞き入れ、校則
の見直しにつなげることができた。

ボランティア活動やその他学校行事をより教育効果の高
いものにするために、事前事後指導を必ず行う。

毎朝の健康観察シートの記録によって、生徒と触れ合う機会に
なった。「性と心の講演会」を通じて命の大切さを伝え、足あと
ノートにもそれぞれの思いの記録があった。

A

A

A

生徒の学校行事に対
する満足度が高く、皆
が楽しそうに参加して
いる様子がうかがえ
た。引き続き、生徒主
体の取り組みをお願
いしたい。

現代社会において、中
高生の命を尊ぶ意識
が低下している状況で
ある。命の大切さや人
権尊重の理念を大切
にする指導を引き続き
お願いしたい。

先生方は、通常業務
がある中で非常に大
変だと思うが、教育職
員としての資質向上に
引き続き努めていただ
きたい。
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A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

1学年

2学年

3学年

主体的に学習に取り組む態度の育
成

基本的生活習慣の確立

希望進路の実現 A

学校関係者評価

・生徒の基礎学力の向上を目指し、より良い授業を行うための授業展開や内容等のブラッシュアップ

・インターンシップ等の体験活動を通して、より良い職業観の形成のために生徒の希望進路に応じた就業先の調査・開拓

・生徒会を中心とし、生徒の意見をより多く取り入れた学校行事やボランティア活動の計画と実施

・組織的、計画的に支援を行うための個別の教育支援計画及び個別の指導計画の定期的なフィードバック

・授業の資質向上を図るため、日常的に授業参観ができる環境づくり

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

学校行事への積極的参加と協力す
る喜びを体感 A

就職支援員、各機関の方々と連携し、個々の特性に応じて実習等も含めた支援を行う。

基本的生活習慣の定着と自己
管理能力の育成

リーダーシップの育成
各種学校行事で生徒自身が役割を持ち、責任を持って活動する場を設ける。

進路ガイダンスやオープンキャンパスを積極的に活用し自分の進路は自分で決めるという意識を喚起する。

遅刻欠席が目立つ生徒に対しては速やかに保護者と連絡を取り家庭と連携して改善を求める。

提出物を提出する過程で障壁となっていることなどを把握した上で、提出物の徹底をさせる。

「どうした？どうしたい？どうしてほしい？」の考え方を基に生徒に接し、生徒自身が行動を決定するようにする。

あらゆるクラス内の決め事やトラブルは対話をもって決定、解決していく。

１年間皆勤を目指し学校生活で身に付けるべき最重要な課題は「時間厳守」であることを認識させる。

家庭と連携して、一日のルーティン化を推奨する。

自己理解力の向上

主体性・当事者性の育成

行事やHR活動を通し、他者との関わりの中で集団にとっての自分の役割や立場を学ばせる。

健康観察シートの記入を通し、その日の感情、体調などを知り、一日の過ごし方の見通しを立てさせる。

進路目標の達成と努力すること
の意義の体得

インターンシップを通して勤労の厳しさと遣り甲斐を体験させ３年次の進路選択の判断材料とする。

生徒の発案を大切にし、企画運営をサポートする。

A

A

A

気になる生徒に対しては速やか
に面談を行い早期に対応した。 A

家庭とのさらなる連携強化が必要。家庭の理解を得なが
ら、必要に応じて外部機関と連携していきたい。

今後も粘り強く基本的生活習慣を確立させるため
に実態把握と声掛けを続けていきたい。

他者の考えや思いを快く受け入れる環境づくりを
今後も続けていきたい。

勤労体験によって心身ともに成長することを目的
にアルバイトを奨励し勉学との両立を促した。

インターンシップ終了後に事業
所へお礼状を書かせ持参した。

生徒自身が考え導き出した答えを否定せずに共感しサポートする。

生徒との面談、保護者との連絡を密にとり、連携して進路指導を行う。

学校生活アンケート：行事の企
画運営に対して、ほとんどの生
徒が「満足」と回答した。

健康観察シートにその日の体調
や感情を書かせ、担任が把握し
た。

２年生は、卒業後の進
路を考える時期であ
り、同時に思い悩む時
期でもあるため、今後
も適切な支援をお願
いしたい。

提出物の提出状況が年度当初
に比べ改善した。

学校行事の満足度に対して、ほ
とんどの生徒が「満足している」
と回答した。

A
それぞれの生徒が主体的に活動できるように、多様な学
校行事や地域活動を見つける。

各種の学校行事の意義をその都度理解させ本校の伝統である何事にも全力で取り組む姿勢を伝授する。

各自が自らの役割を遂行しすることでクラスや学校に貢献しているという帰属意識を涵養する。

常に「なぜ？」と生徒に問いかけ、自分で考え行動するように意識させる。
A

各行事の感想文や定期考査の振り返りについて
はそれぞれ記入用紙を配付し記入させた。

A

A

進路決定率100%を達成した。
2年次に希望進路別に分かれ、卒業までのスケ
ジュールを確認し、早めに見通しを持たせる。

行事ごとに足跡ノートに感想文を
書かせ記録として残した。

授業アンケートで、「もっと学びた
い」と答えた生徒が７割いた。

インターンシップでの体験が卒業後の進路選択に
大きな影響を与えた生徒が少なからずいた。

進路決定率１００％を
達成できたことは、こ
れまでの取り組みの
成果であると思う。こ
れからも生徒にとって
プラスになる取り組み
をお願いしたい。

A

A

次年度も生徒の考えを尊重しつつ、学習習慣を確立し、
社会人としての基本を身に付けさせる。

A

A

A

高校生活や今後の社
会生活において、必要
となる生活習慣を身に
着けることは重要であ
る。１年生からの取り
組みは非常に効果的
であると思う。
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